
鼈
一儡
躙

圧
倒
的
な
目
力
を
備
え
た
男

が
出
迎
え
る
。
那
覇
市
の

「
不

屈
館
」
。
沖
縄

の
米
軍
基
地
反

対
闘
争
や
本
土
復
帰
運
動
に
尽

力

し

た

瀬

長

亀

次

郎

の
遺

影

だ
。
瀬
長
が
好
ん
だ
言
葉
が
館

名
の

「
不
屈
」
で
あ
る
。

そ

の
不
屈
を
名
乗
る
船
が
、

沖
縄
県
名
護
市
辺
野
古
の
新
基

地
反
対
闘
争

の
列
に
加
わ

っ
て

い
る
。
船
長
は
、
牧
師
の
金
丼

創
侯
９
だ
。

昨
年
八
月
、
沖
縄
キ
リ
ス
ト

教
学
院
大
の
平
和
研
究
所
が
抗

議
船
購
入
の
募
金
を
呼
び
掛
け

た
。
小
型
船
舶
の
免
許
を
持

つ

金
井
が
船
長
を
務
め
る
予
定
だ

っ
た
。
約

一
カ
月
で
五
百
万
円

ほ
ど
が
寄
せ
ら
れ
た
。

「
フ

ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
に
募
金

の
こ
と
を
書
く
と
、
五
分
後

に

『
振
り
込
ん
だ
』
と
連
絡
が
き

|―

の

鼈見
た
。

『
募
金
を
始
め
て
く
れ
て

あ

り

が

と

う
』

と

も

言

わ

れ

た
。
そ
れ
ほ
ど
反
対
の
意
思
を

示
し
た
い
人
が
多
か

っ
た
」

船
名
を
考
え
て
い
た
昨
年
九

月
上
旬
、
新
基
地

に
反
対
す
る

稲
嶺
進
名
護
市
長
と
翁
長
雄
志

那
覇
市
長

（
当
時
）
の
街
頭
演

説
を
聞
い
た
。

「革
新
と
保
守
の
政
治
家
が

並
ん
で
演
説
を
し
て
い
る
。
こ

ん
な
こ
と
が
あ
る
の
か
」
。
感

動
に
包
ま
れ
た
金
丼
の
心
に

「弾
圧
は
抵
抗
を
呼
ぶ
　
抵
抗

は
友
を
呼
ぶ
」
と
の
瀬
長
の
言

葉
が
浮
か
ん
だ
。
瀬
長
と
言
え

瀬
長
の
次
女
で
不
屈
館
館
長

の

内

村

千

尋

金
９

は
、

「
不

屈
」

の

使

用

を

快

諾

し

た
。

「
沖
縄
が
永
久
に
基
地
の
街

に

な
る
と
の
危
機
感
が
広
が

っ
て

い
る
。
瀬
長
な
ら

『
立
ち
上
が

ろ
う
」
と
訴
え
た
だ
ろ
う
」
。

内
村
は
瀬
長

の
時
代
と
今
を
重

ね
合
わ
せ
る
。

進
水
式
は
昨
年
十

一
月
。
名

前

に

「
号
」
も

「
丸
」
も
付
け

な
か

っ
た
。

「
海
上
保
安
庁
が

こ
ち
ら
を
呼
ぶ
時

『
不
屈

の
皆

さ
ん
』
と
言
わ
せ
た
か

っ
た
」

金
井
は
最
近
、
危
機

一
髪

の

事
故
に
見
舞
わ
れ
た
。
四
月
六

日

午

後

二
時

四
十

分

ご

ろ
、

「
不
屈
」
が
海
保
の
船
に
追
突

さ
れ
た
の
だ
。

新
基
地
建
設
工
事
の
た
め
に

設

け

ら

れ

た

「
臨

時

制

限

区

域
」
に
入

っ
た
市
民
の
抗
議
カ

ヌ
ー
が
海
保
に
拘
束
さ
れ
た
。

「
不
屈
」
は
現
場

に
急
行
し
た

が
、
途
中
で
海
保
が
停
船
を
要

求
。
減
速
し
た
と
こ
ろ
、
海
保

の
船
が
左
舷
後
方

に
乗
り
上
げ

金井 創さん G①

は |が

海
上
保
安
庁
の
船
に
追
突
さ
れ
、
修
理
中
の
抗
議

船

「不
屈
」
と
金
井
創
さ
ん
＝
沖
縄
県
名
護
市
で

，―
―
・
ば

「
不
屈
」
だ
。
「
『
不
屈
』
。

一ヽ

一
一

紅
】
覆
隊
晰
「
ぃ
船
の
名
前

に

二
〇

一
二
年
九
月
、
オ
ス

プ
レ
イ
の
普
天
間
配
備

に
反

対
す
る
沖
縄
県
民
大
会
を
取

材
し
た
。

「
日
本
共
産
党
」

の
文
字
が
ま
ぶ
し
い
真

っ
赤

な
ポ

ロ
シ
ャ
ツ
が
印
象

に
残

っ
た
。
沖
縄
で
は
共
産
党
は

メ
ジ

ャ
ー
な
ん
だ
な
あ
、
と
。

瀬
長
亀
次
郎
の
よ
う
な

「
偉

人
」
の
存
在
が
大
き
い
の
だ

ろ
う
か
。
反
戦
に
保
守
も
革

新

も

な

い
。

「
オ

ー

ル

日

本
」
の
実
現
を
願
う
。
（
圭
）

る
よ
う
に
ぶ

つ
か

っ
た
。

第
十

一
管
区
海
上
保
安
本
部

は

「
ボ
ー
ト
を
横
付
け
し
よ
う

と
し
た
。
動
揺

（
揺
れ
）
の
中

で
接
触
し
た
」

（
広
報
担
当
）

と
説
明
す
る
。

「
接
触
」
に
し
て
は
損
傷
は

激
し
い
。
操
舵
室
の
鉄
枠
扉
は

ひ
し

ゃ
げ
、
乗
組
員
は
砕
け
た

ガ

ラ

ス

を

浴

び

た
。

金

井

は

「
激
し
い
衝
撃
だ

っ
た
。
当
た

り
ど
こ
ろ
が
ず
れ
て
い
た
ら
、

操
舵
室

ご
と
海
に
持

っ
て
行
か

れ
た
か
も
」
と
振
り
返
る
。

「
不
屈
」
は
修
理
中
だ

。
そ

れ
で
も
金
井
は
別

の
船
で
海
に

出
続
け
て
い
る
。

「
日
々
目
立

っ
た
成
果
が
上

が
る
わ
け
で
も
な
い
が

、
私
た

ち
は
現
場

に
居
続
け
る
。
新
基

地
に
反
対
す
る
人
た
ち
の
象
徴

と
し
て
皆
が
立
ち
上
が
る
き

っ

か
け
に
な
る
た
め
に
」

それ|でも海

■
ト
１
１

，１
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金
井
は
、
沖
縄
と
は
真
逆
の

北
海
道
出
身
だ
。
牧
師
と
し
て

長
く
東
京
都
内

で
活
動
し
て
き

た
。
辺
野
古
と
の
縁
は

一
九
九

七
年
に
さ
か
の
ぼ
る
。

日
米
特
別
行
動
委
員
会

（
Ｓ

Ａ
Ｃ
Ｏ
）
は
九
六
年
に
米
軍
普

天
間
飛
行
場
の
返
還
で
合
意
。

翌
九
七
年
、
代
替
施
設
の
建
設

候
補
地
と
目
さ
れ
た
辺
野
古
沖

合
で
調
査
が
本
格
化
し
た
。

「
反
対
す
る
地
元
住
民
の
話

を
聞
い
て
、
何
か
関
わ
り
を
持

ち

た

い

と

思

っ
た
」
。
金

井

は
、
時
間
を
見

つ
け
て
は
辺
野

古
を
訪
れ
、
抗
議
の
座
り
込
み

に
参
加
し
た
。

二
〇
〇
六
年
に
沖
縄
県
南
城

市

の

教

会

に
赴

任

す

る

と
、

「
県
民
、
当
事
者
と
し
て
」
運

動
に
関
わ

っ
た
。
し
か
も
最
前

線
の
海
上
で
体
を
張
る
、
最
初

は
カ
ヌ
ー
、
や
が
て
抗
議
船

で

乗
り
出
し
て
い

っ
た
。

「
宗
教
者
は
課
題
の
あ
る
と

こ
ろ
に
行
き
、
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
る
人
と
と
も
に
あ
る
べ

き
だ
と
考
え
て
い
る
。
遠
く
で

『
あ
り
が
た
い
話
』
を
し
て
い

る
の
で
は
な
く
、
現
場
に
身
を

置
き
た
い
」

そ
し
て

「
新
基
地
に
反
対
す

る
の
は
命

の
問
題
だ
か
ら
だ
」

と
力
説
す
る
の
だ
。

「
沖
縄
の
米
軍
基
地
は
住
民

に
と

っ
て
事
故
や
騒
音
を
も
た

ら
す
だ
け
で
は
な
い
。
出
撃
し

た
米
軍
が

ベ
ト
ナ
ム
や
中
東
で

罪

の
な

い
住

民

の
命

を

奪

っ

た
。
中
東
で
の
戦
闘
後
、
帰
還

回

ろ
曜

亀
蒟

雅

疹

協

叫

年
。
沖

縄

県

豊

見

城

（
と

み

ぐ
す

く
）
村

（
現

・
市
）
生
ま
れ
。
Ｍ
年
に
沖
縄
人
民
党

弾
圧
事
件
で
懲
役
２
年
。
出
獄
後
の
５６
年
那

覇
市
長
選
で
当
選
す
る
が
、
翌
年
に
米
軍
布

０
牧
師
を
務
め
る
教
会
で
命
の
大
切
さ
を

説
く
金
井
創
さ
ん
　
沖
縄
県
南
城
市
で

０
沖
縄
の
祖
国
復
帰
に
尽
力
し
た
瀬
長
亀

次
郎

（
左
の
写
真

）
が
書
い
た

一不
屈

一

の
文
字
　
那
覇
市
の
不
屈
館
で

いt‐政府|の1圧1カ に1怒||り

令
に
よ
り
失
職
し
た
。

７０
年
に
戦
後
初
の
国

政
参
加
の
衆
院
選
で
初
当
選
し
、
７
期
連
続

当
選
。
沖
縄
人
民
党
委
員
長
、
共
産
党
副
委

員
長
を
歴
任
し
た
。
２
０
１
３
年
に
瀬
長
と

民
衆
の
戦
い
を
伝
え
る

「
不
屈
館
」
が
那
覇

市
内
に
開
館
し
た
。

現1場|の 1保

一反
対
せ
ね
ば

命ヽ
一が
失
一わ
一れ
一る

し
た
米
兵
の
自
殺
も
多
い
。
新

基
地
が
で
き
た
ら
、
さ
ら
に
命

が
失
わ
れ
る
。
こ
れ
以
上
だ
れ

も
殺
し
て
は
な
ら
な
い
し
、
死

ん
で
は
な
ら
な
い
。
黙
っ
て
い

る
の
は
無
言
の
賛
同
だ
」

時
に
は
自
ら
も
、
臨
時
制
限

区
域
に
入
る
。
日
米
地
位
協
定

の
実
施
に
伴
う
刑
事
特
別
法

（刑
特
法
）
で
処
罰
さ
れ
る
可

能
性
も
あ
る
。

「
米
軍
の
活
動
を
妨
害
す
る

目
的
で
の
立
ち
入
り
を
禁
じ
る

の
が
刑
特
法
の
趣
旨
だ
。
今
回

の
臨
時
制
限
区
域
は
工
事
の
た

め
に
広
く
設
け

ら
れ
た
。
こ
こ

で
の
抗
議
行
動
に
刑
特
法
を
適

用
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
。
私

た
ち
は
、
新
基
地
を
造
ら
せ
な

い
と
い
う
正
義

の
た
め
に
制
限

区
域
に
も
入
る
」

と
は
い
え
、
海
上
保
安
官

ヘ

の
ま
な
ざ
し
は
や
わ
ら
か
い
。

「
中

に

は

荒

っ
ぽ

い

人

も

い

る
。
で
も
相
手
も
人
間
だ
。
毎

日
顔

を

合

わ

せ

て

い
る

う

ち

に
、
言
葉
を
交
わ
せ
る
よ
う
に

な
る
。
屈
す
る
こ
と
が

で
き
な

い
の
は
、
民
意
を
無
視
し
て
新

基
地
建
設
を
進
め
る
政
府
の
大

き
な
力
だ
」

船
長
仲
間
か
ら
の
信
頼
は
絶

大
だ
。
相
馬
由
里
雀
し
は

「
頼

一一一十一はい贖美脳汁を降選っ費〕卿

一ノ
ヽ
■
一
革
の
壁
を
乗
り
越
え
て
辺
野
古

諄一一一カ
（―こは知』薇“一文中敬称

一
女

鳩

）

×

×

×

今
年
の
新
年
企
画

「
不
屈
の

詩
」
で
は
、
困
難
に
あ

っ
て
も

志
を
貫
く
人
た
ち
を
描
い
た
。

い
ま
日
本
で
命
が
け
の
闘

い
を

強
い
ら
れ
て
い
る
地
域

の

一
つ

が
、
全
国
の
米
軍
専
用
施
設
の

７４

％

が

集

中

す

る

沖

縄

だ
。

「
沖
縄
編
」
を
今
日
か
ら
四
回

に
わ
た

っ
て
連
載
し
ま
す

。

も
し
い
兄
貴
」
と
呼
ぶ
。
　
ヨ
日

段
は
穏
や
か
。
事
が
あ
れ
ば
前

面
に
立

っ
て
く
れ
る
」

名
護
市

で

エ
コ
ツ
ア
ー
ガ
イ

ド
の
経
験
も
あ
る
仲
宗
根
和
成

雀
し
も
尊
敬
と
感
謝
の
言
葉
を

贈
る
。

「
」
れ
ま
で
の
運
動
が

あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
自
然
が
残

さ
れ
た
。
そ
の
種
を
わ
れ
わ
れ

地
元
の
若
手
が
引
き
継
ぎ
、
花

を
咲
か
せ
た
い
」

安
倍
政
権
は
、
夏
に
も
辺
野

古
埋
め
立

て
工
事
に
着
手
す
る

構
え
だ
。
金
井
は
、
瀬
長

の
不

屈
の
精
神
に
あ
ら
た
め
て
思
い

を
い
た
す
。

「
瀬
長
は

『
一
人
が
叫

べ
ば

五
十
済
先
ま
で
届
く
。
沖
縄
の

人
民
が
声
を
そ
ろ
え
て
叫

べ
ば

ワ
シ
ン
ト

ン
政
府
を
動
か
す

こ


